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水稲の高温登熟に伴う技術対策

(玄米の品質確保に向けた技術対策）

福島県農林水産部農業振興課

８月上旬から気温が高く経過しています。

仙台管区気象台発表の東北地方１か月予報によると、９月

は平年に比べ曇りや雨の日が多く、平均気温は平年並みまた

は高い確率がともに40％となっています。

本年は出穂以後高温の日が続いていることから、刈り取り

の適期が早まると見込まれるため、刈り遅れに注意してくだ

さい。

１ 水稲の出穂状況

県内の主要品種の出穂状況は、ひとめぼれが8月4日、コシヒカリが8月

10日と平年より2日早まっています（農林事務所調査の平均値）。

出穂後高温で経過しており、今後も気温は高めに経過する予報が出さ

れていることから、刈り取り時期に特に注意して作業の準備を進めてく

ださい。

２ 今後の技術対策

（１）早期落水防止

開花後２５日間は、米粒は急速に肥大します。

また、落水時期は遅いほど収量及び品質の確保に効果があります。

このため、落水時期は湿田等を除き出穂後３０日以降とし、それま

では、間断かんがいで根の活力を維持しましょう。

（２）適期収穫

本年は出穂以後高温の日が続いていることから、胴割米等の発生が

懸念されるので、刈り取り始期は出穂後の積算気温９５０℃を目安と

し、実際の刈り取りは、ほ場における籾の黄化率が８５～９０％であ

ることを確認して行ってください。



刈り遅れるほど胴割米が多く発生する要因となりますので、刈り取

り晩限は積算気温で概ね１２００℃を目安としてください。

なお、積算気温については、最寄りの農林事務所にお問い合わせく

さい。

（３）乾燥時の注意

乾燥中の急激な水分の変化は胴割れ米発生を招く事となりますの

で、乾燥速度は毎時０．８％以下を目安としてください。

高水分の籾は、乾燥中に一旦乾燥機を止める二段乾燥を行い、胴割

米の発生を防ぎます。

（４）調製作業の注意

適切な流量、色彩選別機の利用等により白未熟粒の混入を低下させ

ましょう。

（５）土壌の混入防止

田面が乾いた状態で作業を行うなど、土壌中にある放射性物質が混

入しないように注意して刈り取り作業を行いましょう。
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